
◇ 特別定額給付金：一人当たり一律10万円 ◇

申請期限： ８月27日(木)迄 ※申請はされましたか?
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ご挨拶 長崎大学熱帯医学

研究所の山本太郎教授は､

『世界中で猛威をふるって

いる新型コロナウイルスの

特徴をわかっている人は誰

もおりません｡各国が手探り

の努力を続けています』と｡

市民の皆様にも新型コロ
ナウイルス感染症拡大防止
の『三つの密』に、ご協力
と努力を続けて頂いており
ます。心より感謝と御礼を
申し上げます。ご不安やお
困りごとなどありましたら、
いつでもお声掛けください。

鳥 栖 市 独 自 の 支 援 策

子育て世帯への臨時特別給付金 1人あたり1万円
高校2年・3年生の世代まで対象に！

お問合せ先：市役所 総合窓口

電話番号 0942-50-0007

※緊急事業支援給付金では、市外在住の方も対象となりました。
※全市民1人あたり、クーポン券1冊 4枚セット（2,000円分）配布
児童扶養手当対象児童及び就学援助対象小中学生対象には追加配布



2020年 6月
定 例 会

１．新型コロナウィルス感染症

問②≫ 支援対象売り上げ▲50％減に届かな
い小規模事業者・個人事業主などに対しても、
事業継続のために国の臨時交付金を活用して、
何とか、支援して頂きたい、市長の見解は？

問①≫ 緊急支援対策の状況及び第２弾緊急
支援対策の期待する効果について。

《答弁》売上が前年同月比で、５０％以上減少
した事業者は、幅広い期間で多様な業種に影響
が広がっており、対象期間を延長する。
効果は、国の持続化給付金等と相まって、事業
者の経営危機を一定程度、手当できる。本市の
緊急事業支援給付金は、家賃、仕入れなど幅広
くお使いいただける給付金だ。事業再開や事業
継続のための資金として、活用いただきたい。

◆一般質問◆
１．新型コロナウィルス感染症について
２．マイナンバーカードについて
３．難聴児支援について
４．終戦75年、鳥栖空襲について
５．旧ごみ処理施設について

《答弁》
国がリーフレット等を整備した際には、対象者
への個の周知について対応したい。

問③≫ 予防接種を受けないリスクと、現在

の状況と今後の予防接種の取り組みは？

《答弁》特に乳児期に感染すると、髄膜炎等を
併発し、重症化する。対象年齢になったら、早
目に接種することが必要。
予防接種の重要性を伝え、接種機会の確保に努
めてきた結果、総接種者数は、平成31年3月4月
合計、3,188人。令和2年3月4月合計、3,192人。
新型コロナウイルス感染症の影響による予防接
種の減少等は、現在のところみれない。

《答弁》臨時交付金の対象事業や本市への配
当額等も見定めたうえで各種状況等を勘案し、
活用策について判断してまいりたい。

《答弁》 マイナポイントとは、電子マネーやクレ
ジットカード、ＱＲコード決済等のキャッシュレス
決済サービスを提供する事業者を通じて付与さ
れる最大５千円分のポイントのこと。
マイナンバーカードに搭載されている電子証明
書の機能を使うため、マイナンバーカードをお持
ちでない方は受け取ることができない。
市報やホームページ、公共施設へのポスター掲
示など、市民に広くＰＲし、普及促進に取り組む。

問➀≫ マイナンバーカードの普及状況、
情報漏洩のリスクは？メリットは？

問②≫ マイナポイントとは？マイナンバー

カードの普及促進について、本市の見解は？

《答弁》4月末時点で交付枚数10,586枚(14.4％)

発行が始まった平成28年1月からシステムによ
る情報漏洩はこれまで確認されていない。
来年３月には健康保険証として利用が予定され、
マイナンバーカードの積極的な活用策が国にお
いて検討されている。

２．マイナンバーカードについて

問④≫ 子宮頸がん予防接種の個別周知につ

いて、定期接種の権利がなくなる高校１年の

女子に、➀ 9月30日までに1回目を接種しな

ければ、3回接種することができない。

②3回の予防接種費用の約5万円は無料。

③接種をするかどうか判断するための最新の

正しい情報。④助成期間終了のお知らせ。

⑤権利失効通知を

行うべき。

市の見解は？

鳥栖市緊急事業支援給付金 給付状況
令和2年6月11日現在

業種別割合

国内の子宮頸がん
罹患年代 20 ～ 30 歳代

罹患者数 約 1 万人/年間

死亡者 約 3,000 人

給付件数 605件
うち法人 194件
うち個人 411件（うち市外営業35件）
給付総額 1億1,964万２千円



《答弁》学校備品としての活用は、向こう３年
間の聴覚障害のある児童の状況や他市町の学校
備品の利用状況等を踏まえ、必要性を検討する。

問≫ 旧ごみ焼却施設は、どこが責任を
もって解体されるのか？予定はあるか？

《答弁》施設の解体につきましても事業の対象
から外れることとなっております。その後の対
応につきましては、鳥栖市が行うこととなりま
すが、現時点での旧焼却施設の解体等の対応に
つきましては、未定となっております。市政を

《答弁》 本市は、鳥栖空襲が鳥栖市の歴史の一部
としてだけでなく、平和の尊さとともに市民の皆
様に伝え続けることができるよう、市史を担当す
る教育委員会とも協議を行っており、鳥栖空襲の
記事を市報とすに掲載することを予定している。

問≫ 真木町そして、周辺住民は、
煙突があるだけでも嫌な思いを持ち続けてい
る。次期ごみ処理施設が稼働する前までに、
煙突だけでも解体できないか？旧焼却施設の
解体について、市長の見解を伺う。

《答弁》 旧焼却施設敷地や衛生処理場敷地等は、
現在、令和元年度から２か年をかけ土壌等の状況
調査に取り組んでいる。旧焼却施設は、その調査
結果等を踏まえ、周辺住民の皆様方の施設周辺
環境に対する安全・安心の配慮の観点からも、今
後、施設の除去等の対応について検討していく。

５． 旧ごみ処理施設について

問❷≫ 聴覚障がいを含む全ての子どもたち
への支援としてタブレット活用が有効ではな
いかと考えるが、本市の見解は？

《答弁》各学級の実態に応じたタブレットの活
用は、多様な特性のある子どもたちの学びを支
援するために非常に有効である。

問≫ 終戦75年･鳥栖空襲75年｡市民に語り継
ぐに当たり､民間の活動を支援､または補完す
る方法についてどのような検討を行ったのか

◆ 議 案 質 疑 ◆

電子入札システム導入事業 5,594千円

◆紙により行っていた入札をインターネットを利
用して電子的に実施するシステム。
◆佐賀県ではすでに電子入札が行われており、入
札システムの実績があるものを導入する予定。
電子入札ができない場合は、今まで通り郵便入札。

※年内の運用を目指したい。

ごみ処理施設建設候補地での高潮と洪水の同時
発生時の浸水深による建設候補地変更の請願書

自民党鳥和会･新風クラブ･基の会･

公明党の 反対多数により 否決！

問❶≫聴覚障がいのある児童生徒のため、FM

補聴ｼｽﾃﾑを学校備品として整備する考えは？

３．難聴児支援について

４．終戦７５年､鳥栖空襲について

教育委員会に質問しました☆
ＦＭ補聴システムの活用状況

麓小学校と旭小学校のそれぞれ１年生児童
２名が、このシステムを利用して通常学級で
の授業を受けている。

話し手が身に着ける送信機となるワイヤレスマイ
クと、聞き手の補聴器や人工内耳に装着する受信
機を使い、補聴を助けるもので、多種多様の声や
音が発生する教室をはじめとした教育活動のあら
ゆる場面において、話し手の話す内容が聞き取り
やすくなり、授業内容の理解が進み、それが自信
となり、さらなる学習意欲の高まりにつながると。

現在は、保護者が｢身体障害者補装具給付事業｣を利用
し購入し活用しています。身体障害者手帳を所持して
いない場合は、全額負担で購入となることから、学校
備品として整備することを訴えています。

◇昨年１０月、議員政策提案条例「共に学び成長する
子ども条例」が施行され、一歩づつ学校の環境が整っ
てきています。
階段昇降車が、昨年３月鳥栖小学校に、今年３月には、
２台目が鳥栖北小学校に導入されています。
また、今後は、学校の改築時には、エレベーターが設
置されます。
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日頃の活動は、とびまつ妙子のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ
Facebook・Twitter・LINEで♪

(トビトビなるままに) しもの六太さんの言葉を紹介します

5月30日の公明新聞
6月27日の公明新聞
昨年6月、幸津町・儀徳町の冠水被害場所に副
市長と担当課にお越しいただき、区長様はじめ
住民の皆さま約２０名の生のお声を聞いて頂き
ました。当面の対応策として、検討して頂き、
設置して頂きました。

実現しました☆

元中学校の体育の教師として活躍した下野六太 参議院議員は､
教育で難しいのは、「良さを見つける」こと。悪さばかりで
褒められたことがない子どもでも、必ずキラリと光る良さを
持っています。関わる側の能動的な姿勢がないと「子どもの
良さ」を見つけることはできません。それを見つけ、的確に
褒めた瞬間からその子の人生は良き方向に変わり始めます。

6月14日 佐賀オンライン
ユーストークミーティング

高瀬ひろみ 参議院議員にご参加
頂き、宮本悦子議員・目野さとみ
議員と、佐賀県の女子よりご要望・
ご意見を頂きました。

宮本議員

目野議員

高瀬議員


